
1章：数と式 2：実数

整数部分・小数部分

13
√
7の小数部分を aとすると，a =

√
7− である。

また，a2 + 4a− 5 = となる。 （大阪産業大 改）

14 1

2−
√
3
の整数部分を a，小数部分を bとするとき，

a = ，b = ，b2 + 2b+ 5 = である。 （西日本工業大）

15 x = 1

4−
√
11
を小数で表すとき，整数部分は ，小数点以下第

1位の数字は である。 （青山学院大）

16 nを自然数とする。
√
n2 + 1の整数部分を a，小数部分を bとするとき，

−a + 1
b

= である。また，−a + 1
b

= 5
√
2となる nの値は で

ある。 （愛知工業大）

整数部分・小数部分

13 実数 xの整数部分が a，小数部分が bのとき

x = a+ b (0 5 b < 1)

なので，aの値がわかれば，b = x− aです。

14 1

2−
√
3
の分母を有理化することにより，整数部分 aがわかります。

1 < 3 < 4 より 1 <
√
3 <

√
4 = 2 として，

√
3 の整数部分は 1 とわかりますが，

√
3 =

ヒトナミニオゴレヤ

1.7320508 · · · は覚えておくとよいでしょう。



1章：数と式 2：実数

15 小数点以下第 1位の数字まで要求されています。3 <
√
11 < 4 では評価が甘い

ので，
√
11と 3 + 4

2
= 7

2
を比較してみます。

(
√
11)2 −

(
7
2

)2

= 11− 49
4

= − 5
4

< 0

より，
√
11 < 7

2
であり，3 <

√
11 < 7

2
です。

16 nは自然数なので，
√
n2 + 1の整数部分が aとは

a 5
√
n2 + 1 < a+ 1

が成り立つことです。

(n+ 1)2 − (n2 + 1) = 2n > 0

より

n2 + 1 < (n+ 1)2

ですから，n2 < n2 + 1 < (n+ 1)2 に着目しましょう。



1章：数と式 2：実数

整数部分・小数部分

13
√
4 = 2，

√
9 = 3であるから 2 <

√
7 < 3より，

√
7の整数部分は 2である。

したがって，
√
7の小数部分 aは

a =
√
7− 2

このとき

a2 + 4a− 5 = (a− 1)(a+ 5) = (
√
7− 3)(

√
7 + 3) = 7− 9 = −2

14 1

2−
√
3
の分母を有理化すると

1

2−
√
3

=
2 +

√
3

(2−
√
3)(2 +

√
3)

=
2 +

√
3

4− 3
= 2 +

√
3

1 <
√
3 < 2より，3 < 2 +

√
3 < 4であるから， 1

2−
√
3
の

整数部分 aは a = 3

小数部分 bは b =
(
2 +

√
3
)
− 3 =

√
3 − 1

このとき

b2 + 2b+ 5 = (b+ 1)2 + 4 = (
√
3)2 + 4 = 7

15 x = 1

4−
√
11
の分母を有理化すると

x =
4 +

√
11

(4−
√
11)(4 +

√
11)

=
4 +

√
11

16− 11
=

4 +
√
11

5

ここで，32 < 11 <
(
7
2

)2

より 3 <
√
11 < 7

2
であるから

7 < 4 +
√
11 < 15

2
∴ 7

5
<

4 +
√
11

5
< 3

2
7
5

= 1.4， 3
2

= 1.5 だから，x = 1

4−
√
11
を小数で表すと

整数部分は 1，小数点以下第 1位の数字は 4



1章：数と式 2：実数

16 nは自然数なので

n =
√
n2 <

√
n2 + 1 <

√
(n+ 1)2 = n + 1

であるから

整数部分 aは a = n

小数部分 bは b =
√
n2 + 1− n

このとき

−a+ 1
b

= −n+ 1√
n2 + 1− n

= −n+

√
n2 + 1 + n

n2 + 1− n2

=
√
n2 + 1

また，−a+ 1
b

= 5
√
2となる nの値は√

n2 + 1 = 5
√
2

の両辺を 2乗すると

n2 + 1 = 50 ∴ n2 = 49

nは自然数より n = 7


